
◎大学教員になるために必要な基礎的知識と技能の獲得をめざし、

多面的に大学教員の職務を検討します ◎受講生の今後のキャリア

設計やキャリア開発に資するよう、グループワーク等を適宜織り込

んで実践的に進めていきます ◎所属研究科によらず、関心のある

大学院学生の登録をお待ちしています。 

大学院集中講義「大学教員準備講座」
高等教育学研究 I（前期２単位）@教育発達科学研究科 大

学
教
員
準
備
講
座
２
０
１
１

第１講 大学教員という職業（大学教員職の歴史、大学教員職の特徴）

第２講 授業を設計する（授業のシラバス、シラバス作成法）

第３講 教授法の基礎（授業づくりの基本の型、学生参加型授業）

第４講 学習成果を評価する（教育評価の論点、評価の具体的方法）

第５講 書く力をつけさせる１（事前準備、授業中の働きかけ）

第６講 書く力をつけさせる２（採点、フィードバック）

第７講 大学教育におけるチームワーク（大学内の組織、学内リソースの活用法）

第８講 国際化のなかの大学教員（国際化の現状と意味、教育の国際化への対応、研究の国際化への対応）

第 9 講 研究のマネジメント（大学教員の研究活動の特徴、研究プロジェクト管理の基本）

第10講 社会サービスに取り組む１（社会サービスの概史、社会サービスの類型）

第11講 社会サービスに取り組む２（社会サービスにおける現代の課題）

第12講 大学教員の倫理（倫理とは何か、教育・研究の倫理的実践、大学教員の自由と責任）

第13講 学生のキャリア形成を支援する（就職支援からキャリア形成支援への転換、主体的進路決定の支援）

第14講 多様な高等教育機関（教育・研究条件の多様性、多様性への対応）

第15講 大学教員のライフコース（生活設計、職階で異なる仕事）

◎ 到達目標 ○ 大学の成り立ちや大学教員の職務について理解する ○ 大学という組織で働くために必要な知
識、スキルを身につける ○ 異なる学問分野の人と交流する ○ 授業で得た知識、スキルをもとに、自身の今
後の学修やキャリア設計を進めることができる ◎ 受講の前に ○ 教科書の該当の章を事前に読むこと ◎ 成
績評価方法 ○ 受講態度および授業中の小課題＝60％ ○ レポート（8 月 19 日締切予定）＝40％ ◎ 担当 ○
夏目達也 ○近田政博 ○中井俊樹 ○齋藤芳子 

■  各自が所属する研究科の教務掛で履修登録をしてください

■  開講時までに教科書〔夏目達也、近田政博、中井俊樹、齋藤芳子（2010）『大
学教員準備講座』玉川大学出版部、2,400 円税別〕を準備してください

■  講義初日は午前 10時に講義室集合です

■  お問合せは高等教育研究センターまで〔内線 5696　電子メール 
info@cshe.nagoya-u.ac.jp〕


	文系総合館３０６教室: 東山キャンパス 文系総合館３０６教室


